
山尽

s
帝
…
國
大
學
駈
藏
ウ
ル
ク
國
［
王
シ
イ
ン
ガ
シ
イ
ド
の

粘
土
板
碑
文
の
解
三
豊
解
説

交
學
士
中
原
塩
ハ
茂
九
郎

　
　
　
　
　
［

　
濱
田
激
授
が
滞
昼
中
、
オ
シ
ク
ス
フ
ォ
ド
大
里
の
故
ア

ン
ス
リ
ァ
學
講
師
○
こ
．
ヒ
d
些
搏
士
の
蒐
集
に
な
る
ニ
ッ

プ
ー
ル
≧
℃
℃
麺
串
土
の
襖
形
粘
土
板
交
書
9
墓
ま
ヨ
μ

。
㌶
図
寅
σ
亙
ω
の
一
部
を
譲
受
將
來
さ
れ
し
も
の
五
十
六

個
ご
㏄
超
8
博
士
、
ぎ
目
博
士
、
故
内
田
博
士
等
の
寄
賂

に
な
る
四
個
ざ
を
合
し
た
六
十
個
の
タ
プ
レ
シ
ト
が
京
都

大
學
文
學
部
陳
列
館
に
所
志
さ
れ
て
る
る
が
、
其
等
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
は
夫
々
シ
ュ
メ
ー
ル
難
胴
、
ハ
ジ
チ
難
隅
、
【
7
暮
辞

謀
窪
8
　
ア
ツ
ス
リ
ァ
語
》
臣
鷺
貯
戸
の
撲
形
文
字
9
亭

色
三
局
ω
。
唇
び
溶
。
瀞
鮎
日
ユ
津
　
で
書
か
れ
て
み
る
。
其
中
ニ

ッ
プ
ー
ル
出
土
の
タ
プ
レ
、
ソ
ト
の
用
語
は
シ
ュ
メ
ー
ル
語

　
　
第
十
二
巻
　
　
雑
纂

ウ
ル
ク
國
王
シ
イ
ン
ガ
シ
イ
ド
の
本
土
板
碑
丈
の
解
触
書
塩
出

一
醒
肇
日
ω
び
⊆
一
同
ρ
○
訴
ω
戸
§
窪
碧
芭
薦
舜
σ
q
。
で
あ
り
、
其
文
書

の
殆
ん
ご
全
部
は
．
U
琵
σ
q
二
蜜
7
ω
…
3
0
一
鼠
冴
冒
等
d
h
第

三
王
朝
（
器
O
。
。
山
H
。
。
＆
●
ρ
）
時
代
の
も
の
で
、
其
内
容
は
帥
殿

の
牧
入
、
費
用
の
記
録
、
．
穀
物
家
畜
等
の
受
取
今
文
、
、
或
、

は
「
國
王
の
名
に
於
て
誓
っ
た
」
β
ご
＝
ぎ
σ
q
塾
ぴ
＝
三
）
民
｝

契
約
摺
出
等
で
あ
る
。
是
等
の
記
錐
誰
文
官
は
古
代
バ
ビ

ロ
ニ
ア
に
於
け
る
纒
濟
心
斌
態
を
添
卸
る
有
力
な
資
料
こ
な
る

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
今
私
は
是
等
の
記
録
謹
文
の
研
究

に
は
垂
れ
す
に
、
　
一
個
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
f
濱
田
激
授

將
來
品
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
極
め
て
僅
か
で
は
あ
る
が
初
、

期
バ
ビ
ロ
ニ
ア
史
に
團
汗
し
た
南
部
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
シ
ュ

メ
ー
ル
地
方
に
在
る
都
市
嫡
家
ウ
ル
ク
d
毎
搾
國
王
シ
イ

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
七
九
　
　
（
四
二
七
）



’

　
　
第
十
一
悪
　
　
雑
纂

ソ
ガ
シ
イ
ド
（
9
藁
。
。
8
影
ρ
4
の
粘
土
板
碑
丈
月
冨
Ω
超

露
巨
薄
甘
ω
2
葺
9
ρ
o
州
も
∩
亨
ぴ
q
費
。
。
三
傷
の
一
事
護
ε
解
説

ご
を
試
み
た
い
。
此
シ
ュ
メ
…
ル
語
碑
文
の
解
讃
は
私
が

昨
夏
休
暇
中
、
京
大
文
學
部
考
古
學
研
究
室
に
て
試
み
た

も
の
を
、
タ
ブ
レ
ソ
ト
の
寓
眞
と
共
に
、
濱
田
激
授
の
御

監
力
に
よ
）
、
英
國
エ
ヂ
ン
バ
ラ
ァ
な
る
》
●
譲
・
ω
曙
8

博
士
の
許
に
邊
っ
て
海
其
是
非
を
乞
ひ
し
も
の
で
あ
る
。

、
図
。
く
’
》
8
露
σ
巴
α
出
窪
噸
ω
ρ
鷹
。
博
士
は
入
も
知
る
ア

ッ
ス
リ
ア
學
の
世
界
的
礎
威
で
あ
る
○
一
入
四
五
年
九
月

二
五
日
、
2
旨
。
雰
ヨ
℃
8
昌
に
生
証
四
さ
れ
た
。
長
じ
て
オ
ッ

ク
ス
フ
ナ
ド
大
學
に
入
り
、
O
器
窪
㎡
∩
。
浮
鴨
、
に
て
慧
霞

冨
竃
δ
戦
の
．
董
…
陶
を
・
つ
け
つ
、
あ
る
問
に
、
す
で
に
新
興
科
…

學
、
ア
ソ
ス
リ
ァ
學
に
興
味
を
有
ち
、
そ
の
研
究
に
從
っ

て
居
ら
れ
だ
。
年
三
十
歳
に
し
て
オ
ソ
ク
ス
フ
ナ
ド
の
比

較
言
語
學
の
U
壱
＝
受
牢
。
冷
ω
・
・
o
『
に
任
せ
ら
れ
π
が
、
一

入
九
一
年
ア
ッ
ス
リ
ァ
學
講
座
が
新
設
さ
る
や
其
澱
授
に

轄
せ
ら
れ
、
爾
來
三
十
年
間
博
物
館
涙
に
与
し
て
大
機
涙

ウ
ル
〃
鰯
王
シ
イ
ン
ガ
γ
イ
ド
の
聡
土
板
碑
丈
の
解
誠
ビ
解
観

　
　
　
　
　
　
　
錐
三
號
　
　
　
入
○
　
　
（
四
二
入
）

の
頭
領
ご
し
て
斯
學
の
興
隆
に
盤
力
さ
れ
た
。
一
九
一
九

年
、
道
を
後
進
O
Q
冒
薦
畠
。
昌
に
護
ら
れ
た
が
・
今
や
再
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ッ
ス
ソ
ァ
學
の
団
霧
弊
嫉
心
○
翻
ω
（
）
↓
こ
し
て
ク
イ
ン

ス
・
カ
レ
ソ
ヂ
の
澱
壇
に
立
っ
て
を
ら
れ
る
○
セ
イ
ス
博
士

は
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
ご
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
ご
前

後
二
回
、
壷
口
さ
れ
、
殊
に
第
二
回
の
訪
日
の
際
に
は
京

都
大
士
に
於
て
．
．
ω
躍
ヨ
鼠
鴛
恕
「
嘗
巷
像
重
西
轟
。
q
。
、
．
の

題
下
に
連
管
講
演
さ
れ
た
こ
ご
は
衆
知
の
事
蟹
で
あ
る
。

　
セ
イ
ス
博
士
よ
り
濱
田
敢
授
へ
の
御
返
信
に
よ
っ
て
、
r

私
の
解
護
は
一
個
所
を
除
き
一
そ
れ
も
誤
り
で
は
な
く
、

他
に
も
斎
言
が
あ
る
と
い
ふ
藪
示
一
正
し
か
っ
た
こ
ご
が

…
明
ご
な
っ
た
。
今
解
心
眼
ご
鯉
㎜
説
に
と
b
か
、
る
鵡
剛
に
シ
ュ

メ
ー
ル
入
に
就
い
て
、
又
粘
土
板
文
書
に
つ
い
て
も
一
言

せ
ね
ば
な
ら
諏
。

　
シ
ュ
メ
ー
ル
人
ご
は
バ
ビ
ロ
ニ
ア
先
臨
仕
民
晶
族
で
西
紀
鵡
剛

五
千
年
頃
よ
り
二
千
年
頃
に
か
け
て
、
圭
ご
し
て
、
南
部

バ
ゼ
η
ニ
ァ
の
チ
グ
ソ
ス
・
ユ
ウ
フ
ラ
プ
ー
ス
爾
河
流
域



，

地
方
に
宣
え
た
民
族
で
あ
っ
て
、
高
級
な
る
古
代
バ
ビ
ロ

ニ
ア
文
明
の
創
造
者
で
あ
る
。
襖
形
文
字
は
此
民
族
の
翠

玉
に
か
、
る
も
の
で
あ
る
。
此
民
族
は
自
ら
跨
ぎ
σ
q
鋼
。
「

囚
2
颯
ご
険
し
て
居
っ
た
。
後
れ
て
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
地
に

移
住
し
て
き
た
セ
ム
族
o
Q
§
富
の
が
此
先
住
民
を
シ
ュ
メ

ー
ル
、
○
り
巨
B
2
ご
呼
び
自
ら
を
ア
ッ
カ
ー
ド
〉
穿
㊤
身
又

は
ア
ガ
デ
》
葉
隠
ご
繋
し
た
こ
と
よ
り
今
日
の
シ
ュ
メ

ー
ル
な
る
語
が
超
つ
た
の
で
あ
る
。
帥
ち
シ
ュ
メ
ー
ル
ご

は
義
字
囚
や
国
乞
－
Q
H
「
芝
原
の
主
」
の
セ
ム
風
の
護
み
方

で
あ
る
。
し
か
ら
ば
シ
ュ
メ
ー
ル
人
は
貫
入
種
に
厩
し
た

か
ご
い
ふ
人
種
所
薦
問
題
に
就
い
て
は
今
日
の
ε
こ
ろ
定

説
は
な
い
が
非
セ
ム
民
族
乞
9
ゲ
し
り
窪
捧
8
な
る
こ
ご
に
ば

等
親
者
の
塾
致
し
て
み
る
・
（
鑑
謝
鰍
弱
目
礪
い
原

豊
里
落
棚
磯
薙
陣
頑
逃
解
㌫
轍
勧
囎
謎
炉
捻
％
）

　
バ
ビ
ロ
ニ
ア
に
於
て
は
紙
の
代
り
に
粘
土
を
凝
固
さ
し

た
も
の
帥
ち
粘
土
板
。
H
瑠
＄
幕
切
円
9
欝
塗
が
用
ひ
ら
れ

た
。
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
沖
積
地
に
は
良
質
の
粘
土
が
豊
富
で

　
　
第
＋
二
巻
　
　
雑
纂

ウ
ル
ク
國
王
シ
イ
ン
が
シ
イ
ド
の
粘
土
版
碑
丈
の
癬
讃
ミ
解
衣

あ
っ
た
ρ
極
く
古
く
は
石
板
険
8
Φ
口
げ
騨
が
使
用
さ
れ

た
が
、
粘
土
板
が
始
め
て
書
用
に
供
せ
ら
れ
出
し
た
の
は

冨
口
時
儀
○
鐸
瀧
朕
授
に
從
へ
ば
ラ
ガ
シ
ュ
リ
p
m
缶
匂
。
げ
（
Q
Q
野
鴨
℃
¢
ユ
⑧

今
日
の
浮
ま
●
）
國
王
ウ
ル
ニ
イ
ナ
φ
議
盛
声
（
o
、
・
い
。
。
。
望
ρ
）
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

代
よ
り
約
一
世
紀
前
か
ら
で
あ
る
。
紙
が
使
用
さ
れ
た
か

ご
う
か
ご
い
ふ
に
、
使
用
さ
れ
た
ご
い
ふ
四
脚
も
あ
る
が
、

使
用
さ
れ
な
か
っ
た
ご
い
ふ
説
が
有
力
の
よ
う
で
あ
る
。

何
分
時
代
が
古
い
の
ご
氣
候
が
エ
ジ
プ
ト
ご
は
異
っ
て
み

る
の
で
、
資
料
が
残
っ
て
み
な
い
關
…
係
上
決
定
的
な
断
案

を
下
す
こ
ご
は
困
難
で
あ
る
。
シ
ュ
メ
ー
ル
語
で
粘
土
板

の
こ
ご
を
儀
号
ご
い
ひ
、
ア
ッ
ス
ソ
．
ア
語
で
は
、
9
℃
陰

こ
い
ふ
。
η
〈
シ
ュ
メ
盲
ル
戴
阻
で
尋
者
を
儀
¢
ぴ
あ
ゴ
9
『
ご
い
ふ

が
、
意
味
は
唱
粘
土
板
に
書
く
入
」
で
あ
る
◎
粘
土
板
丈
書

に
は
嶢
か
れ
た
も
の
こ
焼
か
れ
ざ
る
も
の
ε
あ
る
が
、
前
、

者
は
書
後
火
に
て
嶢
か
れ
た
も
の
で
、
後
者
は
太
陽
に
て

乾
か
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
保
存
の
事
績
．
を
鼠
的
こ
す
る

も
の
は
主
ご
し
て
嶢
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
Q
曾
げ
な
る
語

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
入
一
　
（
四
二
九
）



第
至
二
巻
　
　
雑
　
纂
、

ウ
ル
〃
概
闘
王
シ
イ
ン
ガ
ジ
ぷ
ド
の
敷
W
土
浦
い
碑
山
久
の
解
譲
書
論
鋤
叫

　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
一
般
に
焼
か
れ
た
粘
土
板
の
義
に
用
ひ
ら
れ
た
。
（
書

き
方
は
柔
い
粘
土
板
に
一
三
、
骨
三
三
は
金
厨
製
の
麗
筆

匁
旨
蕩
を
も
つ
て
イ
ム
プ
レ
ス
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た

め
書
か
れ
た
文
字
は
襖
形
ε
な
っ
た
。
模
形
丈
字
∩
毒
臥
、

3
§
零
巻
f
囚
亀
の
。
ま
冷
の
名
の
生
す
る
所
以
で
あ
る
ゆ

「
弓
形
」
な
る
交
宇
の
最
も
早
く
見
ゆ
る
三
献
は
一
七
〇
〇

年
に
オ
ッ
ク
ス
フ
ナ
ド
に
て
出
版
さ
れ
た
β
鉱
旨
①
の
「
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

代
ペ
ル
シ
ャ
宗
毅
史
」
で
あ
る
。
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
大
さ
は

種
々
あ
っ
て
一
定
し
な
い
。
本
題
目
の
シ
イ
ン
ガ
シ
イ
ド

の
タ
ブ
レ
ジ
ト
は
電
着
さ
横
…
寸
九
分
、
縦
こ
寸
五
分
あ

る
」
　
（
京
大
所
藏
中
最
大
の
も
の
は
横
二
寸
五
分
、
縦
五

寸
ニ
グ
、
最
小
の
も
の
は
横
一
寸
、
縦
一
寸
五
分
あ
う
Q
）

　
・
（
嗣
）
　
、
［
、
ど
∩
奪
三
響
誉
薦
。
ン
ご
。
ご
誉
凱
邑
ミ
さ
O
§
回
び
巴
三
讐
ぢ
い
9
9
●
＜
o
野

　
　
　
｝
卿
や
ω
嵐
「

　
需
）
弥
曽
茜
鎌
9
が
〉
。
な
毒
・
薮
b
O
観
彰
嘉
墓
鼠
霧
楓
Φ
い
ε
毫
彦
“

　
　
　
一
歳
鉱
頓
お
＝
．
㌻
鎗
罫

　
（
◎
）
　
｝
一
，
炉
鶏
聴
P
｝
剛
、
嗜
…
ヨ
9
0
h
＞
㏄
藁
ユ
。
例
護
メ
一
8
く
．
巳
巳
目
ζ
学

　
　
　
創
9
戸
ぢ
戯
．
鵠
蕊
●
ヨ
、
（
5
疑
剛
匁
。
葺
労
畠
職
9
轡
び
く
愈
窪
茸

　
　
　
　
　
策
三
號

　
　
濯
げ
誘
鍵
β
ヨ
・
○
為
。
乙
尋
0
9

　
　
2
器
嵩
。
コ
き
憩
酌
勘
齢
。

　
　
　
．
二

次
に
解
譲
解
説
し
よ
う
。

　
翻
字
。

○
σ
く
O
誘
O
”

av’t轟ωいMV　 V　N一　“　　“　 V

八
二
　
　
（
四
三
〇
）

［μ

P
H
c
ε
嵩
冨
．
峯
ヨ
三
亀
醗
8
鐸

a
冒
σ
q
ε
ω
ぎ
み
㌣
ω
該
通
己
・

¢
ヨ
＝
嵩
国
圃
（
o
「
】
（
巴
Y
σ
q
碧

H
二
σ
q
鉱
§
＝
σ
q
l
（
賦
と
σ
q
p
「

犀
一
q
a
9
ヨ
↓
ρ
鱒
山
昌
了
阿
仁
昌

だ
一
二
　
O
l
ρ
⇔
1
嵩
P

ζ
篇
σ
1
讐
マ
衆
ピ

ズ
O
ぐ
2
．
；
鵡
O
“

　
ぴ
　
慰
門
丁
亀
鯨
（
o
蟹
急
）
メ
一

　
も
3
　
Φ
一
〔
訣
山

　
脚
　
　
　
　
σ

　
P
　
養
三
乱
二
鴨
宏
僧
丁
一
鶏
よ
瓢

　
轟
v
　
一
崔
γ
象
（
o
帰
鴨
副
）
山

詳



ヨ（二）←ら俵
右
の
翻
謬

面
シ
イ
ン
ガ
シ
イ
ド

偉
大
の
主

ウ
ル
ク
の
國
王

（一）裏（六）（五）（四）・

ア
ム
ナ
ヌ
ク
ム
三
王

エ
ア
ン
ナ
の
保
護
者

エ
ア
ソ
ナ
を

面建
立
せ
し
日
に

　
　
　
（
表
　
　
　
　
面
）

第
＋
二
巻
羅
纂
ウ
ル
〃
．
國
王
シ
イ
ン
ガ
シ
イ
翌
の
粘
土
平
芝
丈
の
解
答
定
解
説

（
裏

面
）

・
第
三
號
　
　
．
入
三
　
　
（
四
三
一
）



解（四）（三）（二）

三
士
悪
　
　
雑
纂

大
い
な
る
家
を

彼
の
王
國
の

造
営
せ
り

説

ウ
ッ
・
〃
㎞
醐
王
シ
イ
ン
が
シ
イ
ド
の
粘
土
板
碑
丈
の
鯉
…
丸
心
解
仏
説
　
　
　
第
三
號
　
　
　
入
四
、
　
（
四
三
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
ヌ
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
良
朝
時
代
の
「
美
奈
曾
己
」
（
萬
葉
集
廿
）
「
奴
那
登
」
（
古
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記
上
）
多
那
須
衛
（
書
紀
一
）
な
ご
の
「
な
」
に
嘗
る
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
。
表
面
二
行
目
の
臼
妻
b
は
鼻
筈
ご
も
讃
み
「
君
主
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
英
雄
」
の
意
、
一
圃
又
は
冨
一
は
「
偉
い
」
「
強
い
」
「
大
き

　
表
面
第
一
行
目
の
第
一
字
α
ぎ
α
q
マ
は
本
來
の
義
は
「
帥
」

で
あ
る
が
、
固
有
名
詞
の
前
に
置
か
れ
る
場
合
は
所
薦
決

定
膝
射
魚
①
言
貯
幾
く
。
の
作
用
を
な
す
も
の
で
母
野
に
は
讃

ま
な
い
ざ
さ
れ
て
み
る
。
　
山
流
σ
q
マ
は
月
紳
u
c
貯
㌘
示
す

畠
。
叶
興
B
剛
壼
昏
。
で
あ
る
。
シ
イ
ン
ガ
シ
イ
ー
3
王
の
名
は
極

位
○
。
ぼ
ご
σ
q
缶
ω
三
山
「
天
の
河
」
こ
の
複
合
し
た
も
の
で
あ

る
。
知
日
σ
q
マ
を
磐
ご
護
む
ご
き
は
「
天
」
「
塞
」
の
意
と
な

る
〇
三
行
目
の
賦
は
同
標
に
「
國
」
「
都
市
」
の
山
醇
興
土
塁
－

弊
ぞ
。
で
あ
る
。
表
面
二
行
目
と
三
行
目
ご
の
最
後
の
三
聖

五
行
目
六
行
目
の
奉
樋
裏
面
三
行
目
の
㌶
郎
ρ
は
ぜ
も
に

第
ご
格
助
詞
σ
q
①
一
糞
腸
く
Φ
ω
F
一
醗
拷
で
あ
る
。
第
二
格
助
詞
に

は
是
等
の
外
に
σ
q
ρ
ぎ
し
2
華
ρ
等
が
あ
る
。
日
本
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
「
の
」
「
が
」
や
今
日
の
「
ま
嫁
O
り
」
「
み
愈
為
の
ビ
」
、
凄

い
し
の
意
。
五
貫
目
の
〒
即
は
「
食
物
を
與
ふ
る
者
」
「
供

物
を
捧
げ
る
も
の
」
「
保
護
者
」
の
意
、
六
行
目
の
＆
は

名
詞
こ
し
て
は
「
太
陽
」
「
日
」
「
光
輝
」
を
意
謝
す
る
が
、

こ
、
で
は
接
綾
詞
ご
し
て
「
…
…
の
時
」
「
…
…
の
後
」
－
…

の
日
に
し
ご
課
せ
ば
よ
い
。
裏
面
三
行
目
の
葛
日
L
轟
鉱

の
三
等
は
抽
象
名
詞
を
作
る
助
詞
、
ご
σ
q
巴
は
「
大
い
な

る
入
」
邸
ち
「
國
王
」
で
あ
る
8
雷
ぎ
箆
こ
な
れ
ば
「
王

國
」
「
霜
主
構
」
「
君
臨
」
「
君
位
」
こ
な
る
。
裏
面
一
行

目
、
四
行
員
の
ヨ
〒
α
9
自
昌
は
「
建
立
す
」
「
造
螢
す
」
の

意
、
山
影
。
上
目
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
。

　
表
面
の
第
二
行
よ
り
第
五
行
ま
で
は
シ
イ
ン
ガ
シ
イ
ド

の
心
添
で
あ
る
ゆ
第
六
行
及
び
裏
面
全
部
は
シ
イ
ン
ガ
シ

イ
ボ
の
事
業
の
記
録
で
あ
る
。
部
ち
シ
イ
ン
ガ
シ
イ
ド
が



涛
ア
ン
ナ
神
殿
建
立
後
に
そ
の
王
臨
の
宮
殿
を
造
瞥
し
た

記
録
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
シ
イ
ン
ガ
シ
イ
ー
3
は
バ
ビ
ロ
ニ
ア
第
＝
土
朝
（
8
む
山
緩
。

¢
ρ
）
末
期
頃
、
凡
そ
一
八
○
○
年
頃
に
ウ
ル
ク
に
君
臨
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
國
王
で
あ
っ
た
。
σ
　
シ
イ
ン
ガ
シ
イ
ー
3
は
そ
の
政
治
的

事
業
ご
し
て
は
ア
ム
ナ
ヌ
ウ
ム
、
》
B
田
口
二
日
郎
ち
ペ
ル
シ

ャ
澱
に
近
き
エ
ラ
ム
・
バ
ゼ
ロ
ニ
ァ
國
境
山
地
の
一
地
方

を
領
有
し
た
Q
彼
は
叉
三
大
土
木
事
業
を
超
し
、
エ
ァ
ン

ナ
図
－
碧
舜
エ
カ
ン
カ
ル
国
L
¢
艮
巴
の
二
紳
殿
と
宮
殿

ご
を
建
立
造
濡
し
た
。
古
代
バ
ビ
ロ
ニ
ア
に
於
て
王
者
の

最
も
下
れ
た
事
業
は
運
河
治
水
の
事
業
ご
紳
殿
宮
殿
の
造

螢
ご
で
あ
っ
た
。
法
典
編
纂
が
一
大
文
化
事
業
で
あ
っ
た

こ
ご
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。

　
ウ
ル
ク
⊆
島
は
d
建
σ
q
の
説
つ
た
も
の
で
あ
る
。
ラ

ン
グ
ド
ン
敷
面
に
從
へ
ば
、
d
ゴ
賃
σ
q
は
d
ゴ
¢
1
1
位
≦
o
盛
コ
槻
ご

エ
ラ
ム
H
シ
ュ
メ
ー
ル
識
阻
の
方
位
↓
を
一
不
す
接
尾
徽
…
く
つ
6
ρ
蹴
く
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

①
民
ぎ
σ
q
の
・
・
犀
ビ
の
複
合
し
た
も
の
ら
し
い
。
（
セ
ム
ー
1

　
　
第
十
二
巻
　
　
雑
纂

ウ
ル
〃
國
王
シ
イ
ン
ガ
シ
・
4
ド
の
黙
…
土
板
碑
文
の
解
譲
ミ
三
十
賜

バ
ピ
P
ニ
ァ
入
が
託
っ
て
ウ
ル
ク
ご
等
し
た
の
で
あ
る
α

ウ
ル
ク
は
僖
約
書
創
世
紀
に
毘
て
く
る
（
十
ノ
十
）
エ
レ
ク

濁
一
，
0
5
ぴ
で
あ
り
、
ニ
ジ
プ
ー
ル
2
首
℃
暮
エ
リ
ヅ
団
戦
箆
二

ε
共
に
古
代
バ
ゼ
ロ
ニ
ァ
に
於
け
る
宗
敏
の
三
大
中
心
都

市
で
あ
っ
た
。
現
今
の
ワ
〃
カ
≦
9
ユ
寅
が
其
都
祉
で
あ

る
。
其
位
地
は
南
部
バ
ビ
ロ
ニ
ア
に
於
て
、
チ
グ
ソ
ス
ー
ー

ユ
ウ
フ
ラ
テ
；
ス
市
…
…
河
が
臼
取
も
相
距
た
る
虎
に
、
ユ
ウ
フ

ラ
テ
ー
ス
の
東
方
約
四
哩
の
暗
黙
に
在
る
。
薔
河
滋
よ
り

い
へ
ば
そ
の
西
岸
に
當
る
Q
さ
れ
ば
・
今
日
の
ユ
ウ
フ
ラ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ー
ス
は
蕾
河
道
よ
り
四
哩
西
に
す
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
ウ

ル
ク
に
は
古
よ
り
傳
説
的
王
朝
を
加
へ
て
六
個
の
王
朝
が

断
績
的
で
は
あ
る
が
興
亡
し
て
み
る
。
バ
ゼ
ロ
ニ
ァ
に
於

け
る
一
大
叙
事
詩
帥
ち
○
云
磐
μ
。
珍
国
覧
・
の
主
人
公
ご

し
て
歌
は
れ
て
る
る
有
力
な
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
の
潜
臨
し
た

傳
説
的
第
一
王
朝
は
凡
そ
西
紀
前
五
千
年
頃
の
建
國
で
あ

る
ど
　
℃
o
①
げ
鉱
　
に
よ
っ
て
、
疑
問
的
で
は
あ
る
が
推
定

　
　
　
　
　
　
助

さ
れ
て
る
る
。
（
バ
ゼ
ロ
ニ
ア
第
一
王
朝
末
期
に
君
臨
し

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
入
五
　
　
（
四
三
三
）
，



　
　
第
十
ご
巻
　
　
雑
　
纂
、

た
シ
イ
ン
ガ
シ
イ
ー
3
の
要
す
る
王
朝
は
第
六
王
朝
で
あ
っ

た
。
》
舜
β
留
で
σ
q
天
蓋
β
鎗
［
7
σ
q
含
評
》
養
自
1
ω
ぎ
鴨
げ
》
σ
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
四
王
が
此
王
朝
に
属
し
た
至
高
で
あ
っ
た
○
σ
ウ
ル
ク

の
都
肚
は
三
景
音
遣
の
城
壁
で
取
含
ま
れ
、
其
面
積
は
千

百
工
高
ヵ
ー
の
蟻
形
面
積
で
あ
る
。
城
壁
内
に
は
三
個
の

大
塚
ご
無
数
の
小
塚
ご
が
散
在
し
て
み
る
が
、
そ
の
う
ち

都
祉
の
東
部
に
あ
る
大
塚
の
上
に
は
エ
ア
ン
ナ
三
殿
の
遽

趾
が
立
っ
て
る
る
。

　
ア
ム
ナ
ヌ
ウ
ム
》
馨
§
§
は
》
爵
9
且
L
仏
ご
も
書

か
れ
た
。
後
世
ア
ッ
ス
リ
ァ
帝
國
の
帝
王
諺
・
・
の
母
σ
程
二
巴

（
象
。
・
9
α
炉
ρ
）
の
兄
弟
○
っ
帥
ヨ
9
・
ω
1
0
0
g
∋
雪
ぎ
は
其
幕
號
を
「
ア

ム
ナ
ヌ
遺
恩
、
バ
高
目
ン
國
王
」
。
・
冨
硫
》
B
占
勉
占
〒
冠

。。｝

ﾞ
剴
魯
籏
－
鉱
ご
濡
し
元
。
ア
ッ
ス
ジ
ァ
時
代
の
ア
ム

ナ
ヌ
は
司
・
寓
。
ヨ
ヨ
鮎
漱
授
の
推
定
し
て
み
る
如
く
、
バ

ビ
ロ
ニ
ア
南
部
の
海
岸
地
方
よ
リ
ア
ラ
ゼ
ア
東
海
岸
地
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㎏
帯
の
喪
亡
で
あ
ら
う
が
、
σ
　
シ
イ
ン
ガ
シ
イ
ド
蒋
代
の

ア
ム
ナ
ヌ
ウ
ム
拡
そ
れ
程
廣
き
地
方
で
鳳
有
り
得
な
い
。

ウ
ル
〃
羅
凹
王
シ
イ
ン
ガ
シ
ノ
・
ド
の
粒
土
鵜
鑑
識
円
丈
の
解
郎
等
解
一
説

　
　
　
　
　
　
　
第
三
…
蟹
、
　
　
　
八
山
ハ
　
　
（
四
三
四
）

何
ん
こ
な
れ
ば
、
シ
イ
ン
ガ
シ
イ
ー
3
時
代
に
は
バ
ビ
ロ
ニ

ア
南
部
の
海
岸
地
方
よ
り
ア
ラ
ゼ
ァ
の
東
部
地
方
に
は
バ

ビ
ロ
ニ
ア
第
一
王
朝
の
変
崩
に
乗
じ
て
所
謂
「
海
國
」
8
簿

銭
ヨ
F
望
㌣
∩
o
毒
貫
ざ
嵐
o
o
日
野
凱
ε
算
す
る
セ
ム
族
め

王
朝
が
建
臥
し
て
み
る
。
此
面
國
は
ハ
ッ
ム
ラ
ピ
王
の
子

サ
ム
ス
イ
川
ナ
し
∩
”
ヨ
ω
〒
皆
舜
（
お
。
†
回
。
。
0
葛
．
Ω
）
の
御
代
に

建
訳
し
、
約
三
百
年
の
生
命
を
保
っ
て
る
る
。
さ
れ
ば
シ

ィ
ン
ガ
シ
イ
ド
時
代
の
ア
ム
ナ
ヌ
ウ
ム
は
ホ
ム
メ
ル
澱
授

が
先
君
バ
ピ
ロ
ニ
ァ
ー
ー
ア
ッ
ス
リ
ァ
史
に
て
推
定
し
た
ぺ

　
　
ル
シ
ャ
灘
に
近
き
エ
ラ
ム
ー
ー
バ
ビ
ロ
ニ
ァ
野
島
山
地
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
方
こ
す
る
を
要
當
ご
思
ふ
。
⑯

　
エ
ア
ン
ナ
国
i
羨
望
9
は
「
天
の
家
」
又
は
「
ア
ヌ
》
茎
の

家
」
の
意
で
あ
っ
て
ウ
川
ク
の
測
点
帥
、
天
界
の
支
配
紳
、

導
燈
の
父
な
る
ア
ヌ
》
量
ご
一
大
臓
女
紳
イ
ン
ニ
ニ
H
一
回
，

喜
瓢
（
9
．
累
Ω
｝
讐
声
）
の
共
祭
さ
れ
て
る
る
紳
殿
で
あ
る
。

エ
ァ
ン
ナ
帥
殿
は
ウ
ル
ク
の
東
部
に
在
っ
て
、
面
積
二
百

平
方
灰
あ
る
大
寺
塔
ご
共
に
四
隅
を
東
西
南
北
に
向
け
π

忌



方
形
の
一
大
プ
ラ
ッ
ト
フ
ナ
ム
の
西
角
に
立
っ
て
る
る
。

エ
ァ
ン
ナ
帥
殿
の
最
初
の
建
立
者
は
何
入
で
あ
る
か
剣
ら

な
い
が
、
古
き
建
立
者
ご
し
て
ウ
ル
第
三
王
朝
第
二
代
の

君
王
ヅ
ソ
ギ
U
毒
瞭
（
o
・
』
い
。
。
。
－
§
ω
切
．
ρ
ノ
を
爆
げ
る
こ
ご

　
　
　
　
　

が
出
家
る
。
σ
シ
イ
ン
ガ
シ
イ
ド
の
建
立
は
再
建
で
あ
る
。

一
八
五
四
年
此
地
登
掘
の
際
、
エ
ア
ン
ナ
融
殿
の
文
書
館

よ
り
多
く
の
粘
土
板
に
書
か
れ
た
宗
数
文
書
が
登
見
さ
れ

た
。
其
丈
書
の
中
に
は
西
紀
前
七
十
年
ざ
い
ふ
新
時
代
の

　
　
　
　
　
　
　

も
の
も
あ
っ
π
。
⑯
ウ
川
ク
の
生
命
は
か
く
永
く
、
ギ
ル

ガ
メ
シ
ュ
時
代
よ
り
羅
馬
共
和
政
争
期
頃
ま
で
約
五
千
年

の
間
事
績
的
で
は
あ
つ
元
が
脈
搏
つ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
裏
面
二
行
目
の
①
－
σ
Q
斜
の
囎
困
は
「
大
き
い
家
」
の
意
で

淋
殿
に
も
用
ひ
ら
れ
る
が
、
　
一
般
に
は
宮
殿
に
用
ひ
ら
れ

る
語
で
あ
る
。
　
Φ
三
巴
舜
ヨ
ム
g
び
q
巴
L
9
涛
？
巳
は
「
彼
の

巳
王
國
の
宮
殿
」
ε
謬
せ
ば
よ
い
。
大
英
博
物
館
所
藏
の

シ
イ
ソ
ガ
シ
イ
ド
の
煉
琵
碑
文
b
d
機
匡
く
，
H
篇
自
門
§
に
も

シ
イ
ン
ガ
シ
イ
ド
は
彼
の
王
事
の
。
1
σ
q
巴
（
宮
殿
）
を
煙
弾

　
　
第
十
ご
巻
　
　
雑
纂

ウ
ル
〃
國
王
シ
イ
ン
ガ
シ
イ
ド
の
粘
土
板
碑
丈
の
解
護
定
、
緊
急

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
り
」
ご
記
銘
さ
れ
て
み
る
。
⑮
京
大
所
藏
…
の
シ
イ
ン
ガ

シ
イ
ド
の
タ
ブ
レ
ジ
ト
に
は
「
エ
ァ
ソ
ナ
を
建
立
し
た
後

に
彼
の
王
國
の
甲
σ
q
巴
を
本
管
し
た
」
ご
あ
る
の
で
此
①
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

びq

b
は
大
英
竪
物
着
所
藏
の
他
の
煉
駕
碑
文
に
σ

　
　
：
零
：
。
：
φ
ρ
謡
Ω
O
ー
ヨ
ゴ
づ
踏
　
H
ρ
ヨ
ニ
i
二
副
書
9
　
コ
・
O
山
3
三
ハ
巴

　
　
鴇
’
叩
犀
丁
9
麟
　
囲
ω
．
も
。
簿
k
i
口
β
丁
ド
山
6
出
6
　
目
夢
ヨ
β
i
冨
①
一
O
⇔
－

　
　
（
㌶

　
「
：
：
：
エ
ア
ン
ナ
を
建
立
せ
し
後
に
、
エ
カ
ン
カ
ル
国
占
§
労
巴

　
彼
等
の
⇔
①
心
の
喜
ぶ
懐
家
Φ
置
α
霞
を
彼
等
の
た
め
に
膨
守

　
窪
建
立
し
た
。
」

ご
あ
る
エ
カ
ン
カ
ル
紳
殿
ご
何
等
か
の
關
係
が
あ
る
の
で

は
な
か
ら
う
か
ご
も
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
（
此
碑
文

に
「
彼
等
」
ピ
あ
る
は
シ
4
ン
ガ
シ
イ
ド
の
融
穿
σ
q
鶏
舞
畠

ご
母
客
ぎ
σ
q
巳
の
こ
ご
で
あ
お
が
、
こ
れ
は
碑
丈
の
初
め

に
記
銘
さ
れ
て
み
る
の
を
こ
、
で
は
略
し
た
の
で
あ
る
。
）

術
又
エ
カ
γ
ヵ
ル
の
カ
ソ
カ
ル
ご
践
ん
だ
二
個
の
義
字

囚
H
I
囚
》
目
は
「
大
き
い
場
所
」
の
義
で
み
る
。
エ
ナ
ン
ナ

神
殿
建
立
後
ご
あ
る
よ
り
し
て
、
京
大
帆
座
の
碑
交
の
エ
囁

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
入
七
　
　
（
四
三
五
）



第
山
ポ
ご
巷
　
　
　
難
｝
　
鰹
…
　
　
ウ
ル
ク
閾
四
王
シ
イ
ン
ガ
シ
イ
ド
の
帥
棺
土
㎞
敬
碑
↓
又
の
解
讃
ミ
解
鱒
凱
　
　
　
俄
G
二
四
　
　
　
　
入
八
　
　
　
（
四
三
山
ハ
）

ガ
ル
「
大
き
い
家
」
を
宮
殿
の
意
に
ご
ら
す
紳
殿
に
ゼ
っ
て

エ
カ
ン
カ
ル
榊
殿
を
指
し
た
も
の
ご
解
し
て
解
せ
な
い
こ

ご
は
な
い
。

　
し
か
し
ウ
ル
ク
の
都
玩
に
は
三
個
の
大
い
嫁
る
塚
が
あ

う
、
そ
の
一
つ
が
既
に
登
掘
さ
れ
た
エ
ァ
ン
ナ
紳
殿
な
れ

ば
、
未
登
掘
の
他
の
二
個
の
大
塚
を
「
エ
ヵ
ン
カ
ル
紳
殿
」

ご
「
王
國
の
宮
殿
」
ご
の
鉦
霊
想
像
出
來
な
い
こ
ご
も
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
は
想
像
で
あ
っ
て
愈
々
の
こ
ご
は
將
來
の

登
掘
に
討
た
ね
ば
判
ら
な
い
。
（
馬
蝉
墨
継
議
粥
署

線
編
識
量
撚
㍑
灘
二
瀬
㍑
犠
シ
）

　
（
同
）

（
い
）

（
U
）

（
轟
）

（
U
）

、
一
、
ぴ
O
O
昌
昌
σ
目
己
σ
q
O
｝
郎
O
ぼ
岡
μ
帥
H
H
誘
8
ご
・
＜
O
ド
目
・
唱
。
い
窃
い
凱
樹
シ
イ
ン

ガ
シ
イ
ド
の
年
代
に
蝋
肌
い
て
に
晶
剛
掲
「
轟
y
ル
ク
㎞
閣
王
シ
イ
ン
ガ
シ

イ
ド
の
物
債
碑
丈
」
准
峯
照
。

つ
〉
●
自
●
ぐ
9
メ
7
い
O
O

帥
三
幽
．
℃
．
象
U

繭
㌶
山
曝
℃
．
い
9

H
高
踏
。
彰
諺
。
ポ
国
〔
野
6
♂
賦
。
貸
H
臼
Ω
8
喫
ぞ
鑓
。
畠
。
・
》
ぽ
昌

○
「
冨
艮
陶
・
．
寂
魑
口
9
①
昌
お
い
O
●
ジ
沁
ひ
ω
．

（⇔

j
　
○
琴
H
§
ポ
≧
】
囎
ヨ
。
ぎ
。
Ω
霧
。
｝
旨
㌶
。
晋
㊦
鷺
μ
爺
、
踏
9
葺
琴
ポ

　
　
○
霧
畠
…
o
】
監
。
切
p
ぴ
胤
8
一
g
ω
毎
自
誤
ω
。
。
団
ユ
。
昌
ρ
鵠
窪
一
β
同
○
◎
c
◎
い
．
。
・
．

　
　
も
Q
恥
ρ

（
圃
）

（。。

j
（
O
）

¢
。
）

9
量
h
。
琶
8
賃
冨
ぎ
日
野
げ
胤
。
三
§
同
琶
⑦
〔
鋤
β
臣
。
犀
謬
『

寓
葛
2
5
ま
口
創
8
ぢ
。
い
．
頃
p
同
け
拷
X
H
・
覧
”
8
嵩
”
累
。
●
O
o
。
。
O
博
●

ρ
》
・
潟
’
〈
o
｝
・
H
。
勺
．
①
O
圃
．

O
β
ゆ
φ
篤
。
囲
茸
日
ρ
碁
¢
・
覧
ρ
8
H
辞
翼
。
・
O
o
p
窃
Q
o
．

ま
…
9
覧
舞
。
お
”
翼
。
・
O
図
。
◎
◎
凶
」
ぎ
。
。
・
ゆ
山
山
。
．

　
　
三

　
本
稿
を
了
へ
る
に
當
っ
て
セ
イ
ス
博
士
の
懇
驚
な
る
御

藪
示
に
就
い
て
述
べ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
同
博
士
は
濱
田
先
生

へ
の
御
返
信
の
外
に
、
私
書
に
本
年
一
月
エ
ジ
プ
ト
旋
行

先
よ
リ
シ
ュ
メ
ー
ル
語
研
究
法
に
就
い
て
懇
篤
な
る
数
々

の
御
敷
示
を
賜
は
つ
た
。
あ
れ
ご
い
ひ
、
こ
れ
こ
い
ひ
、
セ

イ
ス
老
先
生
の
御
親
切
に
卜
し
て
は
涙
ぐ
ま
し
い
戚
謝
を

戚
じ
て
る
る
次
第
で
あ
る
。
数
々
の
御
乳
示
の
う
ち
、
こ

、
で
は
解
護
に
乳
量
あ
る
も
の
、
み
を
述
べ
る
に
ご
や
め

た
い
。



　
裏
面
一
行
目
の
第
二
宇
ご
三
行
目
最
後
の
文
字
と
を
私

は
身
ε
讃
ん
だ
Q
是
に
賭
し
て
、
セ
イ
ス
先
生
は
、
此

義
字
は
シ
ュ
区
ー
ル
語
に
て
二
様
に
温
ま
れ
て
み
る
。
そ

れ
は
舞
の
他
に
昌
ご
護
ま
れ
、
共
に
「
作
る
」
「
造
る
」

「
建
つ
」
の
義
で
あ
る
。
而
し
て
如
何
な
る
場
合
に
身
ご

護
ま
剃
、
或
は
愚
ご
護
ま
る
べ
き
か
我
々
は
其
特
殊
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
も

場
含
の
讃
方
を
知
ら
な
い
。
各
入
ま
ち
く
に
讃
ん
で
み

る
ε
の
激
示
を
賜
は
つ
た
。

　
セ
イ
ス
先
生
は
U
叉
シ
ュ
メ
ー
ル
語
の
動
詞
問
題
は
軍
に

欧
洲
の
學
界
に
於
て
未
解
決
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
既
に

遠
く
セ
ム
入
も
失
敗
し
て
み
だ
こ
い
ふ
事
を
敏
示
下
さ
っ

た
Q

　
　
：
：
：
…
H
プ
。
勺
。
げ
①
≦
聾
、
ω
o
τ
①
㌶
ぴ
。
・
酔
貯
①
冒
3
巨
①
影
○
臨

　
　
夢
Φ
ω
郎
ヨ
臼
貯
揖
く
臼
げ
≦
ぼ
0
7
嘩
Φ
貯
国
環
3
℃
①
ゲ
餌
く
Φ
貯
ロ
①
α

　
　
8
幽
。
（
霧
夢
③
ω
ρ
巳
江
。
》
ω
。
。
七
竃
。
・
h
孟
冬
8
9
p
ぎ
）
●

　
シ
ュ
メ
ー
ル
H
ア
ソ
カ
ー
ド
地
方
に
、
居
住
し
だ
シ
ェ
メ

．
ー
ル
、
セ
ム
爾
民
族
語
は
、
全
く
別
個
の
語
系
に
薦
す

　
　
　
策
＋
二
巻
　
雑
纂

ウ
ル
〃
囲
甲
工
シ
イ
5
ン
ガ
シ
イ
ド
の
粒
土
版
一
碑
・
文
の
解
…
堺
市
定
解
一
説

る
言
語
で
あ
る
。
セ
ム
族
で
あ
る
バ
ゼ
ロ
ニ
ァ
人
、
ア
ソ

ス
ヲ
ァ
入
の
使
用
文
字
師
ち
撲
形
文
字
は
シ
構
メ
ー
ル
人

の
登
明
し
た
も
の
で
、
彼
等
は
シ
ュ
メ
ー
ル
人
よ
り
借
用

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
シ
ュ
メ
ー
昏
々
は
所
謂
膠
着
語

餌
σ
q
σ
q
ビ
窪
罠
瞬
く
⑦
㌶
嵩
σ
q
望
鐙
α
q
o
で
あ
る
。
シ
ュ
メ
ー
ル
駐
陶
に
關
…
す

・
・
姦
讐
述
べ
た
い
が
、
人
二
号
矩
醇
羅
巌

抵
子
達
了
要
す
・
に
現
今
隊
米
に
於
け

る
シ
ュ
メ
ー
ル
語
研
究
は
其
基
礎
を
ア
ッ
ス
リ
ア
時
代
の

・
思
者
の
研
究
に
澄
い
て
る
る
の
で
あ
る
。
帥
ち
セ
ム
入
の

理
解
を
署
し
て
行
は
れ
て
る
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ニ
ネ

ベ
蜜
、
。
く
。
一
、
に
あ
っ
た
ア
翼
ヲ
ァ
帝
王
》
・
…
き
量
3

（ひ

W
ム
答
切
b
．
）
の
帝
室
文
書
館
よ
h
・
獲
撫
さ
れ
た
多
数
の
粘

土
板
文
書
に
、
ア
ッ
ス
リ
ァ
貧
者
の
作
っ
た
シ
ュ
メ
ー
ル

語
の
文
法
、
僻
書
、
護
本
等
が
あ
る
の
を
基
礎
と
し
て
み

る
の
で
あ
る
。
是
等
を
最
初
に
利
用
し
た
人
は
フ
ラ
ン
ス

の
ア
ッ
ス
リ
ァ
學
者
甘
H
＄
○
屠
。
答
（
H
。
。
二
一
お
。
い
）
で
あ
っ

　
　
　
た
。
G
ペ
ル
シ
ャ
帝
國
の
グ
リ
ウ
ス
ニ
世
b
帥
誉
の
が
ぺ

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
入
津
　
　
（
四
三
七
）



　
　
　
第
十
二
巻
　
　
雑
纂

ル
シ
ャ
語
、
バ
ゼ
V
ニ
ァ
語
、
ス
シ
ァ
ナ
語
（
新
エ
ラ
ム
語
）

団
興
ω
邑
ご
弱
魯
覧
〇
三
碧
日
馳
O
Q
霧
蛋
μ
（
り
剣
O
O
！
国
一
ρ
ヨ
同
旨
O
）
の
三
國

語
一
－
い
つ
れ
も
撲
形
文
字
で
か
、
る
ー
ー
で
碑
銘
し
だ

所
靭
繭
ベ
ヒ
ス
ツ
ン
碑
か
く
日
ゲ
①
ご
冨
O
瓜
℃
臨
9
戸
O
h
冨
O
ぼ
ω
ε
昌

を
解
讃
し
て
ー
ー
ペ
ル
シ
ャ
文
の
野
業
は
＝
入
三
七
年
、

一
翼
形
碑
文
の
眞
の
意
味
の
解
官
を
可
能
な
ら
し
め
た

類
O
・
殉
署
漸
・
。
o
p
も
シ
ュ
メ
ー
ル
語
の
存
在
を
指
摘
し
、

こ
れ
に
「
ア
ン
カ
ー
1
3
証
陶
」
へ
へ
》
∩
0
9
島
8
覧
｝
な
る
名
㈱
柵
を
與

へ
て
を
つ
た
が
、
シ
ュ
メ
ー
ル
語
の
組
織
的
研
究
を
始
め

た
最
初
の
人
は
○
署
。
諄
で
あ
っ
た
（
一
入
五
九
年
）
o
而
し

て
最
初
に
シ
ュ
メ
ー
ル
文
法
を
賂
志
し
た
人
は
セ
イ
ス
博

士
其
人
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
入
七
〇
年
の
こ
ご
で
あ
っ

た
・
②
セ
イ
ス
先
生
は
其
三
種
§
葺
侮
霧
の
中
で
當

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
の
こ
ε
を
次
の
如
く
回
想
し
て
を
ら
れ
る
。
¢
　
「
私
は

ク
ジ
ス
マ
ス
休
暇
（
難
者
璽
入
六
九
年
）
を
こ
れ
ま
で
從
上
し

て
き
た
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
原
始
シ
ュ
メ
ー
ル
語
の
最
初
の
文

法
の
ス
ケ
ッ
チ
を
書
き
上
げ
る
こ
ご
、
、
シ
ュ
メ
1
ル
語

ウ
ル
ク
國
王
シ
イ
ン
ガ
シ
イ
ド
の
蹟
土
板
碑
文
の
解
讃
ミ
養
親

　
　
　
　
　
　
、
第
三
號
　
　
　
九
〇
　
　
（
四
一
二
入
）
、

の
言
語
學
的
位
置
ご
其
戸
井
學
ご
を
決
定
し
、
且
つ
い
く

ら
か
の
小
二
丈
を
解
讃
す
る
こ
ビ
に
用
ひ
た
。
此
ベ
ー

パ
ー
の
ラ
キ
ス
ト
は
西
紀
前
二
千
三
百
年
頃
に
「
力
川
デ

ァ
の
ウ
ル
」
を
首
都
こ
し
て
君
臨
し
淀
ヅ
ン
ギ
U
g
色
の

名
の
あ
る
印
章
の
碑
銘
で
あ
っ
た
。
故
に
私
は
題
目
を

帆
へ
○
嵩
鴛
》
8
巴
㌶
嵩
ω
o
p
七
｝
こ
し
た
Q
そ
れ
は
シ
ュ
メ

ー
川
語
が
其
頃
、
ア
ソ
カ
ー
ド
語
ご
呼
ば
れ
て
み
た
か

ら
で
あ
る
。
私
は
是
を
丁
丁
》
窪
・
。
≦
轟
窪
が
編
輯
者

で
あ
っ
た
｝
o
毒
ρ
巴
o
h
℃
尾
○
δ
σ
q
団
に
投
稿
し
π
o
し
ば

ら
く
し
て
を
轟
ま
は
私
の
同
僚
9
。
○
夢
Φ
↑
頴
ぎ
寄
（
筆
者

日
、
〃
イ
ン
ス
・
カ
ソ
ソ
ヂ
の
）
図
幅
。
ゴ
ρ
厭
鳥
閃
。
び
ぎ
の
O
昌
に
、
置
ハ
ベ
ー

バ
ー
ご
又
私
に
就
い
て
彼
の
知
れ
る
こ
こ
ろ
を
問
ふ
た
。

ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
答
へ
た
。
　
「
印
測
な
さ
い
ま
す
な
。
セ
ィ

ス
は
言
語
學
岩
で
、
博
物
學
に
つ
い
て
は
何
ん
の
知
識
も

な
い
も
の
で
す
。
」
彼
は
ぺ
1
．
バ
ー
の
題
目
を
》
↓
8
儀
冨

に
恐
ら
く
産
す
る
海
豹
○
。
σ
巳
だ
ご
考
へ
た
の
で
あ
っ
た
。

頃
。
筈
9
麟
ま
甚
。
磐
亙
o
o
θ
O
h
蟄
ω
℃
署
霞
慈
霧
巷
田
嗣
で



℃
露
ぼ
鴛
建
℃
唱
8
9
け
。
び
①
♂
田
儀
ぎ
》
8
9
臼
p
　
セ
イ
ス

先
生
の
最
初
の
シ
ュ
メ
ー
ル
交
法
は
か
く
笑
話
的
エ
ピ
ソ

ー
ド
の
う
ち
に
印
刷
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
爾
來
、
　
○
マ

需
3
Q
り
曙
8
M
ピ
g
9
ヨ
9
一
溢
寓
帥
ε
謹
寓
。
ヨ
ヨ
。
一
Ψ
諺
厩
三
碧
ρ

露
皆
器
ρ
亭
U
竃
σ
q
凶
∫
H
・
き
鷺
○
鋤
　
其
他
學
者
の
研
究
努
力
に

よ
っ
て
シ
ュ
メ
ー
ル
の
言
語
、
其
他
一
般
丈
化
の
知
識
は

著
し
く
進
歩
し
、
今
や
奨
學
的
売
値
も
認
識
さ
れ
て
ω
F
暮
？

戦
。
げ
σ
Q
図
ε
し
て
》
鴇
旨
。
国
。
σ
q
図
よ
り
涙
生
す
る
に
至
っ
た
。

　
セ
イ
ス
博
士
に
從
へ
ば
、
既
に
濾
く
ア
ッ
ス
リ
ァ
人
が

失
敗
し
、
歓
三
人
も
亦
失
敗
し
て
み
る
難
解
の
シ
ュ
メ
ー

ル
動
詞
問
題
解
決
に
多
分
の
可
能
性
を
も
つ
も
の
は
シ
ュ

メ
ー
ル
語
ご
其
交
法
構
造
に
於
て
類
似
言
語
を
有
つ
人
種

民
族
に
回
す
る
人
々
で
あ
る
。
我
々
日
本
人
が
其
資
絡
を

具
し
た
一
民
族
で
あ
る
ご
は
セ
イ
ス
博
士
が
再
度
の
訪
日

の
際
、
京
都
大
學
の
講
演
に
於
て
述
べ
ら
れ
し
と
こ
ろ
、

叉
此
度
の
書
簡
に
も
言
及
し
て
を
ら
る
、
こ
こ
ろ
で
あ
る

　
b
。
。
回
岳
⑦
Q
8
け
①
＝
｝
、
G
タ
蹄
誌
〇
三
団
跨
○
ω
Φ
宅
一
さ
。
。
Φ
N
轟
識
く
Φ

　
　
　
第
＋
二
巷
　
雑
纂

　
　
す
謎
β
お
2
ω
疑
①
冒
冨
器
ω
①
営
ω
圷
g
叶
ξ
o
餌
巳
㈹
讐
筥
⇒
胃

　
多
。
邑
；
・
壁
Φ
8
9
9
プ
臼
。
Q
g
影
豊
碧
寓
8
⑦
昔
㌔
”

　
　
．
．
輝
δ
・
・
○
｝
蝕
8
0
＝
｝
δ
象
臨
。
鼻
㎞
①
の
8
自
Φ
。
δ
鳥
鼠
件
｝
二
冨

　
σ
◎
肇
昌
ヨ
舘
○
「
o
Q
虹
き
9
弓
“
彦
。
δ
①
。
。
篇
9
ξ
o
h
臼
Φ
〈
①
量

　
藁
；
Φ
日
g
プ
Φ
鼠
。
二
・
冠
。
濤
診
。
ω
ゆ
づ
蝕
く
2
§
σ
q
F
薦
①

　
．
尻
智
冨
器
ω
の
夢
露
h
9
ρ
国
悶
同
ε
Φ
鴛
’
．
、

　
乍
末
筆
、
御
多
忙
中
に
も
か
、
は
ら
す
早
速
に
セ
イ
ス

先
生
に
紹
介
の
勢
を
お
取
り
下
遇
い
ま
し
た
恩
師
濱
田
先

生
に
戚
謝
の
意
を
捧
げ
て
欄
筆
す
。
（
一
九
二
七
5
五
・
入
改
稿
）
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